
　「
豊
か
な
自
然
や
農
業
遺
産
な
ど
の
資
源

を
生
か
し
、
小
・
中
・
高
を
見
通
し
た
系
統

的
な
学
び
を
通
し
て
、
郷
土
を
愛
し
、
地
域

社
会
の
一
員
と
し
て
高
い
志
を
持
ち
、
地
域

課
題
の
解
決
を
図
る
た
め
に
主
体
的
に
考

え
、
行
動
で
き
る
力
を
育
成
す
る
」
こ
と
を

ス
ク
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
掲
げ
る
大
分
県

立
安
心
院
高
校
。
そ
の
使
命
の
下
、
同
校
で

は
卒
業
ま
で
に
育
て
た
い
力
を
明
確
化
し
、

そ
の
育
成
の
た
め
の
手
段
と
し
て
、
多
様
な

学
び
を
実
現
す
る
コ
ー
ス
制
を
採
用
。
さ
ら

に
、
小
・
中
学
校
と
連
携
し
、
小
・
中
・
高

の
12
年
間
を
系
統
立
て
た
探
究
学
習
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
る
（
Ｐ
．20
図
１
）。

指
導
要
領
等
の
基
準
に
よ
ら
な
い
教
育
課
程

を
編
成
す
る
な
ど
、
新
し
い
教
育
課
程
や
指

導
方
法
等
に
つ
い
て
開
発
す
る
「
研
究
開
発

学
校
」
に
文
部
科
学
省
か
ら
指
定
さ
れ
、
全

国
で
２
番
目
と
な
る
連
携
型
中
高
一
貫
校
と

な
っ
た
。
10
年
度
か
ら
は
小
中
高
一
貫
教
育

に
係
る
教
育
課
程
の
研
究
を
開
始
。
さ
ら
に

　
同
校
の
教
育
の
土
台
に
な
っ
て
い
る
の

は
「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
は
地
域
で
育
て
る
」

と
い
う
思
い
だ
。
大
分
県
宇
佐
市
北
部
に
位

置
す
る
安
心
院
・
院
内
地
域
に
あ
る
唯
一
の

高
校
の
同
校
に
入
学
す
る
生
徒
の
大
半
は
、

地
域
の
中
学
校
の
出
身
だ
。
生
徒
た
ち
の
希

望
進
路
は
、
難
関
国
立
大
学
か
ら
地
元
で
の

就
職
ま
で
と
、
極
め
て
幅
広
い
。

　
地
域
の
高
校
と
し
て
、
そ
う
し
た
多
様
な

希
望
進
路
に
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
、
同
校

は
普
通
科
内
に
専
門
コ
ー
ス
を
１
９
９
３
年

度
か
ら
設
置
。
現
在
は
、
主
に
進
学
を
希
望

す
る
生
徒
を
対
象
と
す
る
一
般
コ
ー
ス
（
文

系
・
理
系
）
の
ほ
か
、
園
芸
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
コ
ー
ス
、
食
文
化
コ
ー
ス
、
情
報
コ
ー
ス

（
情
報
会
計
・
情
報
技
術
）
の
４
コ
ー
ス
６

類
型
が
あ
る
（
Ｐ
．20
図
2
）。

　
ま
た
、
同
校
は
２
０
０
０
年
度
に
、
学
習

主
幹
教
諭

吉
田
朋
子 

よ
し
だ
・
と
も
こ

同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。

理
科
（
生
物
）。

教
頭工藤

知
子 

く
ど
う
・
と
も
こ

同
校
に
赴
任
し
て
2
年
目
。

校
長佐藤

　茂 

さ
と
う
・
し
げ
る

同
校
に
赴
任
し
て
13
年
目
。

複
数
の
コ
ー
ス・
類
型
と
、小
・
中
学
校
と
連
携
し
た

探
究
学
習
に
よ
り
、多
様
な
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

大
分
県
立
安あ

心じ

院む

高
校

大
分
県
立
安
心
院
高
校
は
安
心
院
・
院
内
地
域
唯
一
の
高
校
と
し
て
、
多
様
な
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
、
希
望
進
路
の
実
現
を
支
援
す

る
た
め
、
４
コ
ー
ス
６
類
型
を
設
置
。
校
内
人
事
を
工
夫
し
て
、
少
人
数
の
き
め
細
か
な
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
の
小
・
中
学
校

と
連
携
し
た
探
究
学
習
「
地
球
未
来
科
」
を
推
進
。
12
年
間
を
見
通
し
た
資
質
・
能
力
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

教
育
課
程

　編
成
の
背
景・
特
徴

安
心
院
・
院
内
地
域
唯
一
の
高
校
と
し
て

生
徒
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

学年による教育課程の区分：あり（学年制）
学科・コース：普通科（2年次より4コース6類型に分かれる）
卒業までの履修単位数：96単位
各年次の履修単位数：１〜３年次各32単位
選択科目数：46科目（うち専門科目25科目、学校設定科目3科目）
各年次の選択可能な選択科目数：２年次11科目（6単位）、３年次
11科目（6単位）

特徴ある教科・科目：学校設定教科・科目3科目
指定校等：2000〜23年度研究開発学校、24年度〜DXハイスクー
ル採択校、24年度〜三菱みらい育成財団助成事業採択校

事
例
4

教育課程　概要

設
立
　
１
９
４
６
（
昭
和
21
）年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
65
人

２
０
２
４
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
国
公
立
大
は
、
福
岡

教
育
大
、
長
崎
大
、
鹿
児
島
大
、
長
崎
県
立
大
、
大
分
県

立
看
護
科
学
大
に
５
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
北
海
道
情

報
大
、
大
谷
大
、
九
州
国
際
大
、
九
州
産
業
大
、
久
留
米

大
、
福
岡
大
、
別
府
大
な
ど
に
延
べ
10
人
が
合
格
。
短
大
・

専
門
学
校
進
学
24
人
。
就
職
８
人
。

学
校
概
要

生徒の可能性を開花させる 教育課程の柔軟化 
─何ができるのか？ どう実現するのか？

特集
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15
年
度
に
は
、
同
校
と
地
域
の
小
・
中
学
校

が
連
携
し
て
新
教
科
「
地
球
未
来
科
」
を
学

校
設
定
教
科
と
し
て
設
置
し
、
12
年
間
の
系

統
的
な
探
究
学
習
を
通
し
て
資
質
・
能
力
を

育
む
小
中
高
一
貫
教
育
に
取
り
組
み
始
め

た
。
連
携
す
る
地
域
の
中
学
校
か
ら
同
校
に

進
学
を
希
望
す
る
生
徒
は
、
学
力
検
査
を
用

い
ず
、
調
査
書
、
中
高
連
携
し
た
学
習
の
記

録
、
面
接
で
選
抜
を
行
う
「
連
携
型
入
試
」

を
受
験
す
る
が
、「
地
球
未
来
科
」
の
学
習

記
録
は
選
抜
の
際
に
活
用
さ
れ
、
高
校
へ
と

引
き
継
が
れ
る
。

卒
業
生
特
別
選
抜
の
受
験
資
格
が
得
ら
れ
る

た
め
、
一
般
コ
ー
ス
以
外
の
生
徒
に
も
大
学

進
学
の
機
会
が
確
保
さ
れ
る
。

　
同
校
は
生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
、
14
年
度

に
定
員
を
１
２
０
人
か
ら
80
人
に
削
減
し
て

１
学
年
2
学
級
と
な
っ
た
が
、
現
在
ま
で
、

各
学
年
は
い
ず
れ
も
３
ク
ラ
ス
編
成
（
一
般

コ
ー
ス
の
ク
ラ
ス
が
1
ク
ラ
ス
、
園
芸
マ
ネ

ー
ジ
メ
ン
ト
、
食
文
化
、
情
報
の
3
コ
ー
ス

の
生
徒
が
混
在
す
る
ク
ラ
ス
が
2
ク
ラ
ス
）

を
維
持
し
て
い
る
。
そ
れ
も
同
校
の
魅
力
の

１
つ
で
あ
る
と
、
佐
藤
茂
校
長
は
説
明
す
る
。

　「
３
ク
ラ
ス
編
成
は
、
担
任
業
務
と
分
掌

業
務
を
兼
務
す
る
な
ど
、
校
内
人
事
を
工
夫

す
る
こ
と
で
実
現
し
て
い
ま
す
。
生
徒
の
学

力
も
希
望
進
路
も
多
様
だ
か
ら
こ
そ
、
生
徒

一
人
ひ
と
り
に
目
が
行
き
届
く
よ
う
、
１
ク

ラ
ス
20
人
程
度
に
し
て
き
め
細
か
な
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
」

　
コ
ー
ス
・
類
型
を
問
わ
ず
、
全
生
徒
が
小
・

中
・
高
12
年
間
を
通
し
て
取
り
組
む
探
究
学

習
が
「
地
球
未
来
科
」
だ
。
そ
こ
で
は
、
小

学
1
年
生
か
ら
高
校
3
年
生
ま
で
の
12
年
間

を
４
つ
の
ス
テ
ー
ジ
に
分
け
、
発
達
段
階
に

応
じ
た
系
統
的
な
学
び
を
構
築
。「
国
際
的

な
視
野
で
地
域
を
捉
え
る
力
」「
地
域
の
課

題
を
国
際
的
な
視
野
で
解
決
す
る
力
」「
英

語
を
ツ
ー
ル
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
」
の
３
つ
の
資
質
・
能
力
の
育
成
を
目
指

し
、
小
・
中
学
校
で
は
生
活
科
や
「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
」、
高
校
で
は
「
総
合
的
な

探
究
の
時
間
」
で
探
究
学
習
が
行
わ
れ
る
。

そ
し
て
、小・中・高
の
教
師
が
評
価
規
準
（
図

３
）
を
共
有
し
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
教

材
を
協
働
開
発
し
て
い
る
。

　
高
校
３
年
間
に
お
け
る
「
地
球
未
来
科
」

の
取
り
組
み
の
概
要
は
次
の
通
り
だ
。
ま
ず
、

生
徒
は
地
域
の
特
産
品
で
あ
る
ブ
ド
ウ
の
歴

史
や
文
化
、
栽
培
技
術
な
ど
を
学
ん
だ
上
で
、

地
元
企
業
の
見
学
や
体
験
を
通
し
て
発
酵
や

醸
造
の
仕
組
み
を
理
解
す
る
。
そ
の
後
、
廃

棄
さ
れ
る
農
作
物
に
新
し
い
価
値
を
付
加
し

て
再
生
す
る
「
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
製
品
」
の

提
案
や
、
地
域
資
源
を
題
材
に
し
た
外
国
人

向
け
の
英
語
ツ
ア
ー
の
企
画
・
実
施
な
ど
に

取
り
組
む
。
３
年
次
に
は
、
個
人
研
究
の
成

果
を
１・
２
年
生
も
参
加
す
る
「
地
球
未
来

科
発
表
会
」
で
発
表
し
、
論
文
に
ま
と
め
る
。

　「
３
年
次
の
10
月
に
実
施
さ
れ
る
地
球
未

来
科
発
表
会
に
お
い
て
、
生
徒
は
連
携
協
定

を
結
ん
で
い
る
大
学
の
教
授
か
ら
指
導
・
助

言
を
受
け
、
最
終
論
文
の
作
成
へ
と
進
み
ま

す
。
生
徒
の
研
究
テ
ー
マ
は
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
が
、
総
合
型
選
抜
の
志
望
理
由
書
の
作

成
な
ど
に
生
か
し
、
希
望
進
路
を
実
現
す
る

生
徒
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
」（
工
藤
知
子

　
同
校
の
生
徒
は
、
１
年
次
は
共
通
ク
ラ
ス

に
所
属
し
、
２
年
次
か
ら
希
望
進
路
を
踏
ま

え
て
コ
ー
ス
や
類
型
を
選
択
す
る
。
専
門
教

育
に
関
す
る
教
科
は「
農
業
」「
工
業
」「
商
業
」

「
家
庭
」
が
設
置
さ
れ
、
生
徒
は
自
分
が
選

択
し
た
コ
ー
ス
・
類
型
に
応
じ
て
専
門
科
目

か
ら
22
単
位
以
上
履
修
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、

大
学
入
試
に
お
け
る
専
門
学
科
・
総
合
学
科

卒業までに育てたい力と、その育成のための学びのあり方図１

普通科に設置した4コース6類型と「地球未来科」図2

グラデュエーション・ポリシー（卒業までに育てたい力）
①物事を多面的・多角的に捉え、自ら課題を発見し、解決に向けて粘り強く取
り組む力
②人間性豊かな広い心を持ち、多様な人 と々協働できる力
③目標を持ち、その実現に向け主体的に行動できる力

カリキュラム・ポリシー（その育成のための学びのあり方）
①４コース６類型による、生徒の興味・関心、進路希望に応じた個別最適な学び
②多面的・多角的に物事を捉え思考するため、小・中学校や地元の企業、大
学等と連携した異年齢の多様な他者との協働的な学び
③総合的な探究の時間「地球未来科」において、国際的視野で地域課題を見
いだし解決する力を身につける小・中・高12年間での系統的な学びや、「発酵・
醸造」を通した研究・創造性を深める学び

1年生　共通クラス

2
・
3
年
生

一
般
コ
ー
ス（
文
系
・
理
系
）

園
芸
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス

食
文
化
コ
ー
ス

情
報
コ
ー
ス

（
情
報
会
計
・
情
報
技
術
）

※学校資料を基に編集部で作成。

全生徒が3年間かけて
取り組む「地球未来科」

•地域の小・中学校と連携し、12
年間を4つのステージに分けて
探究学習を展開し、評価規準を
設定
•小中高一貫の教科として設置す
ることにより、教育活動を俯瞰
的に捉え、異年齢集団による学
習活動を設定

※学校資料を基に編集部で作成。

教
育
課
程

　運
用
の
工
夫

２
年
次
か
ら

希
望
の
コ
ー
ス・
類
型
を
選
択

資
質
・
能
力
の
育
成
計
画
を

小
・
中
学
校
と
共
有
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教
頭
）

　「
地
球
未
来
科
」
で
の
探
究
学
習
を
通
し

て
身
に
つ
け
た
資
質
・
能
力
を
各
教
科
で
発

揮
す
る
場
の
１
つ
が
、
同
校
の
生
徒
が
教

師
役
と
な
っ
て
地
域
の
小
学
生
に
教
え
る 

が
経
っ
た
。
そ
の
間
、
同
校
は
も
ち
ろ
ん
、

連
携
す
る
地
域
の
小
・
中
学
校
で
も
多
く
の

教
師
の
異
動
が
あ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
中
で

も
取
り
組
み
が
形
骸
化
し
な
か
っ
た
の
は
、

小
・
中
・
高
そ
れ
ぞ
れ
の
管
理
職
が
取
り
組

み
の
意
義
を
理
解
し
、
学
校
全
体
を
牽
引
し

て
き
た
か
ら
だ
と
佐
藤
校
長
は
語
る
。

　「
小
・
中
・
高
合
同
の
教
員
研
修
会
を
年

に
２
回
、
教
頭
・
研
究
主
任
会
を
年
８
回
、

校
長
会
議
を
年
に
６
回
と
、
頻
繁
に
校
種
間

で
目
線
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
形
骸

化
を
防
ぐ
上
で
最
も
大
切
な
の
は
、
管
理
職

が
ビ
ジ
ョ
ン
を
校
内
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。『
偏
差
値
で
測
れ
る
学

力
も
大
事
で
す
が
、
本
校
に
お
い
て
は
資
質・

能
力
を
よ
り
重
視
し
、「
地
球
未
来
科
」
で
そ

の
育
成
に
努
め
ま
す
』
な
ど
と
、
私
は
機
会

が
あ
る
度
に
先
生
方
に
、
資
質
・
能
力
ベ
ー

ス
の
教
育
の
重
要
性
を
伝
え
て
い
ま
す
」

　
ど
の
よ
う
な
学
校
を
つ
く
り
、
ど
の
よ
う

に
生
徒
を
育
て
た
い
か
を
言
語
化
す
る
こ
と

が
、
管
理
職
の
役
割
と
し
て
今
後
一
層
重
要

に
な
る
と
佐
藤
校
長
は
考
え
て
い
る
。

　「
未
来
の
学
校
を
語
る
た
め
に
必
要
な
教

育
的
知
見
が
誰
よ
り
も
求
め
ら
れ
る
の
は
、

間
違
い
な
く
校
長
で
す
。
教
育
課
程
の
よ
り

一
層
の
柔
軟
化
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
次
期
学
習
指
導
要
領
の
実
施
に
向
け
て
、

こ
れ
か
ら
の
数
年
間
は
校
長
の
力
量
が
大
き

く
問
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
」（
佐
藤
校
長
）

「
Ｓ
Ｔ
（
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト・テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
）

活
動
」
だ
。
そ
れ
は
各
教
科
の
単
元
計
画
の

中
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
学
習
活
動
で
あ
り
、

全
教
科
で
の
実
施
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。

　「
例
え
ば
『
生
物
基
礎
』
で
は
、
め
だ
か

の
観
察
や
光
学
顕
微
鏡
を
使
っ
て
生
き
物

の
観
察
に
取
り
組
ん
だ
り
、『
調
理
』
で
は
、

郷
土
の
菓
子
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
り
し
ま

し
た
。
過
疎
化
が
進
ん
で
子
ど
も
の
人
数
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
今
、
年
齢
や
校
種
を
超

え
て
他
者
と
つ
な
が
り
、
学
び
合
う
機
会
を

つ
く
る
こ
と
は
、
高
校
生
に
と
っ
て
も
主
体

的
な
学
び
の
醸
成
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

（
主
幹
教
諭
・
吉
田
朋
子
先
生
）

　
既
に
同
校
の
生
徒
か
ら
教
わ
っ
た
経
験
を

持
つ
小
学
生
が
同
校
に
入
学
し
、
高
校
生
と

し
て
Ｓ
Ｔ
活
動
に
取
り
組
む
と
い
う
、
人
材

育
成
の
好
循
環
が
地
域
に
生
ま
れ
て
い
る
。

　
４
コ
ー
ス
６
類
型
に
よ
る
学
び
や
少
人
数

制
に
よ
る
き
め
細
か
な
指
導
を
通
し
て
、
多

様
な
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、「
地
球
未
来
科
」
の
取
り
組
み
を
通
し

て
資
質
・
能
力
を
育
成
し
て
い
る
同
校
。
そ

の
成
果
は
、
生
徒
の
学
校
生
活
に
対
す
る
満

足
度
か
ら
見
て
取
れ
る
。
25
年
度
11
月
に
実

施
し
た
全
生
徒
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

93
％
を
超
え
る
生
徒
が
「
学
校
生
活
全
般
に

満
足
し
て
い
る
」
と
回
答
。
３
年
生
に
限
れ

ば
、
そ
の
割
合
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
に
達
す
る
。

　「
地
球
未
来
科
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て
10
年

小中高一貫教育「地球未来科」で育む資質・能力（抜粋）図３

段階

小６ 中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高３
　 　

学ぶ方法や探究的な態度を
育成する充実期

論理的な思考力・表現力や課題解決能力を
育成する発展期

視点 身近な地域と他の地域 世界の中の両院

つけたい力・視点
具体的につけたい力～何ができるようになるか

（地球未来科で目指す各段階での具体的児童・生徒の姿）

捉
え
る
（
か
か
わ
る
）
力

1

関心・意欲

•身近なひと・もの・ことと広い視野で向
き合い、課題意識を持って自分なりの工
夫をしながら繰り返し活動し、解決のた
めに積極的に取り組もうとする。

•世界の中の両院の視点から、設定した課題を
解決するための方法を工夫し、主体的、積極
的に課題解決のために考えたり、社会参画し
たりしようとする。

生活に生かす・
主体的

•活動内容を自分なりに広げたり、深めた
りしながら、他者や地域社会とともに学
んだことを実践していこうとする。

•世界の中の両院の視点を持って広い視野で身
近な問題と向き合い、解決策を発信し、実社
会の問題解決に取り組む（社会参画）。

2

協働

•友だちや地域の人・関係機関と力を合わ
せ て 協 働 す る 大 切 さ に 気 づ き、 問 題 
の解決に向けての取り組みを成し遂げる
喜びを感じる。

•グループや地域の人、関係機関等とつながり
を深め、協力して課題解決のための案を練っ
たり、積極的に活動したりする。

他者理解・
（国際的視野
（の芽生え））

•他者のよさを認め、外国の人を含めて異
なる他者を受け入れながら取り組むこと
ができる。

•他者のよさや違いを認め、伝え合ったり、活
動を通して出合った外国の文化や習慣の違い
等を尊重したりすることができる。

3
自己
理解

振り返り
（自分自身）

•振り返りを通して、自分の特徴や可能性
に気づき、それを発揮するとともに、将
来の生き方につなごうとする。

•振り返りを通して身についた力を自覚するこ
とで、自分の可能性に気づき、進路選択等の
将来の生き方につなごうとする。

4
課題の捉え

事実的知識・概念

•地域の自然・文化・産業等の価値を探る
とともに、他地域との違いから、解決す
べき課題を見つける。

•世界の諸地域との比較や社会の変化に目を向
け、地域の特性を考察することにより、地域
の価値や解決すべき課題を見つける。

小学１年生から高校３年生までの12年間を4つのステージに分けて、それぞれにおける「捉える（かかわる）力」「解決
する力」「英語をツールとしたコミュニケーション力」の具体的な姿を評価規準として記述し、校種を超えて共有している。
※学校資料を基に編集部で作成。

５

キーステージ３ キーステージ4

成
果
と
課
題

校
長
に
は
学
校
ビ
ジ
ョ
ン
を

明
言
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

生徒の可能性を開花させる 教育課程の柔軟化 
─何ができるのか？ どう実現するのか？
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